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The structure of interpersonal skills in chief nurses
多 田 邦 子 (Kuniko Tada)＊ 山 田 覚 (Satoru Yamada)＊＊
 
本研究では看護師長の管理実践場面において重要な能力である対人関係能力の構成要素を明らかにすることを目的と
した｡ 文献検討を元に､ 看護師長の対人関係能力についての質問紙を作成し､ 病床数300以上の病院に勤務する看護師長
を対象に量的研究を行った｡ データを因子分析した結果､ 看護師長の対人関係能力は､ ｢相手の状況に合わせた対応をす
る｣ ｢協調性を保ち協力しあう｣ ｢周囲を観察して自分の行動を判断する｣ ｢相手の反応を見ながら対処する｣ ｢多くの情
報交換をする｣ ｢積極的に情報交換をする｣ ｢相手を承認する｣ ｢良い雰囲気を作ろうとする｣ ｢能力向上を支援する｣ ｢自




Objectives: To clarify the components of interpersonal skills, an important ability, of who is in charge as
a chief nurse.
Methods: As a quantitative study, an interpersonal skill's questionnaire was designed and sent to chief
nurses working in the hospitals which possessed hospital bed capacity of 300 or more.
Results: Factor analysis showed that interpersonal skills of the chief nurses were comprised of
"
correspondence of the partner's situation",
"
cooperativeness and working together in harmony",
"
adapting
one's own action appropriate to the situations",
"







recognizing strengths of the partner",
"
will to make nice
atmosphere",
"
supporting any ability improvement",
"





cooperativeness and working together in harmony" in the factor between the
correlation showed a correlation between the most number of factors.
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対人関係能力： ｢リフレクション｣ ｢セルフ
コントロール｣ ｢コミュニケーション｣ ｢カウン







   
看護師長の対人関係能力の構成要素を明らか
にする｡














































































(回収率69.0％)｡ そのうち､ 無回答､ 対象外





年 (±5.9年)､ 平均看護師長歴は7.1年 (±5.6
年)､ 平均配属年数は3.5年 (±3.3年) であっ
た｡ 専門学歴は､ 専門学校２年制193名 (22.4
％)､ 専門学校３年制539名 (62.7％)､ 短期大
学80名 (9.3％)､ 大学15名 (1.7％)､ 大学院19
名 (2.2％)､ その他８名 (1.0％) であった｡
所属部署は病棟575名 (66.9％)､ 中央診療部門
92名 (10.7%)､ 外来部門109名 (12.7％)､ 管理
部門48名 (5.6％)､ その他30名 (3.5％) であっ








300床代175名 (20.3％)､ 400床代143名 (16.6
％)､ 500床以上317名 (36.9％) であった｡ 設
置主体については､ 市町村202名 (23.5％)､ 都
道府県71名 (8.3％)､ 独立行政法人国立病院機
構65名 (7.6％)､ 国立大学法人20名 (2.3％)､
学校法人36名 (4.3％)､ 日本赤十字社23名 (2.7％)､
厚生連合組合46名 (5.5％)､ 済生会７名 (1.0








































とする｣ と命名した｡ 第９因子は､ 相手の能力
を発揮できる機会を作っている､ 相手の知識や
技能を高める機会を作っている､ という項目か
ら ｢能力向上を支援する｣ と命名した｡ 第10因
子は自己主張の要素を含む項目で構成されたこ
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ᵔ Ὂ ᵌᵑᵐᵕ ᵌᵑᵏᵗ ᵌᵐᵕᵕ ᵌᵏᵓᵒ ᵌᵐᵔᵎ
ᵕ Ὂ ᵌᵓᵓᵎ ᵌᵓᵎᵗ ᵌᵐᵖᵏ ᵌᵑᵑᵕ
ᵖ Ὂ ᵌᵒᵕᵔ ᵌᵏᵗᵓ ᵌᵑᵔᵎ






























































































































































































第７因子 ｢相手を承認する｣､ 第８因子 ｢良い
雰囲気を作ろうとする｣､ 第９因子 ｢能力向上
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